
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Hlstoohemlstry 　and 　Cytoohemlstry 　（JSHC ｝

II−C −0 −97 II−C −0 −98

抗 BrdU抗体を用い た flowcytometryと免疫組織

化学 に よ る頭頸部腫瘍の 細胞周期の 解析
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　頭頸部腫瘍 に お い て 、臨床上抗癌剤に よ る

細胞増殖動態の 変化の 推測 や 、 悪性度を判定

する た め の S期 に 取 り込まれ るBrdUに対す る抗

BrdU抗体を用 い て検討 され そ の 有用性が示唆

され て い る 。 抗BrdU抗体陽性細胞数を客観的

に 把握可能な flowcytometryに 対 して 固形腫瘍

内で の 抗 BrdU抗体陽性細胞 の 部位同定 に は免

疫組織染色 に ゆだね る必要 があ る 。 しか しな

が ら、 頭頸部腫瘍 に お い て抗 BrdU抗体を用い

て flowcytometryと免疫組織染色とを比較的検

討され た報告は少な い 。 今回我々 は in　vitro

に お ける単一KB継胞 （口腔腫瘍細胞株）の 免

疫組織染色法 （PAP 、 ABC法）とflowcytomet−

ry に よ る検出性を比較 し 、 さ らに cisplatin 投

与に お ける細胞動態 の 変化を比較 した 。

　私 た ちは、腫瘍細胞 ばか りで な くfibrobl−

ast や浸潤 リ ン パ 球を含ん だ 頭頸部腫瘍 に ケ ラ

チ ン を用 い て 腫瘍細胞 の み を 選択的 に 染色 さ

せ 、 免疫組織染色で 光顕的に確認 し、フ ロ ー

サ イ ト メ トリー （FCM）に よ りケ ラ チ ン 陽性細

胞 の 検出を試み た 。

（方法） KB株化細胞及 び頭頸部腫瘍例は 、
コ

ラ ゲ ナ ーゼ液中で 細切 し、工 タ ノ ール で 固定 、

抗 ケ ラ チ ン抗体で 反応 さ せ 、FITC標識 し 、 更

に propidiu閑 iodideの 二 重 染色 し 、 FACS　 tar
で 測定 した 。 又 、同じ切片で 免疫染色を行 っ

た 。

（結果）  ケ ラ チ ン を用い て 、 KB細胞及び組

織中の 腫瘍細胞を選択的に染色 し得た
。

  FCMに よ り 、 ケ ラ チ ン 陽性細胞の み をgati −

ng する こ とによ り癌細胞を検出で き 、 正確 な

DNA−・histogramが得られ た 。

（結語）本法はケ ラ チ ン を用 い て 、FCMに よ り

癌細胞を選択的に 検出で き、cell 　kineticsの

検索 に有用で あ っ た 。
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